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【和同開珎のモデル 開元通宝】 

和同開珎をはじめとする日本の古代銭貨のモデルとなったのは、中国(唐)でつくられた開元通宝といわれています。日本のみな

らず、東アジア全体に影響を与えた開元通宝を紹介します。 

 

 ●開元通宝とはどういう銭貨？ 

開元通宝は 621 年に発行され、唐代(618～907)を通じて、 

広く流通した銭貨です。開元通宝の銭文は、唐代初期を代表 

する書家・欧陽詢が選び、書いたものです。 

 
開元通宝 

 ●開元通宝の由来が書かれた歴史書「食貨志」（『旧唐書』） 

   中国の貨幣の歴史は、各王朝の歴史書の中に、特に「食貨志」という項目をつくり記録されました。食貨とは、食は食糧、貨は

貨幣のことで、これらは人々が生きていくための根本と考えられていました。 

   
初
め
、
開
元
銭
の
文
は
、
欧
陽
詢
が
、
詞
（
銭
文
）
を
選
び
、

更
に
書
す
る
。
時
に
そ
の
功(

た
く)

み
な
る
を
称
す
る
。
そ

の
字
体
は
、
八
分
と
隷
書
体
を
含
む
。
そ
の
詞
、
上
を
先
に

し
、
下
を
後
に
し
、
左
（
向
か
っ
て
右
）
を
次
に
し
、
右
（向
か

っ
て
左
）
を
後
に
し
て
、
こ
れ
を
読
む
。
上
よ
り
左
（向
か
っ
て

右
）
廻
り
に
こ
れ
を
読
む
も
、
そ
の
意
味
は
ま
た
通
じ
る
。

流
俗
に
は
、
こ
れ
を
開
通
元
宝
と
い
う
。
新
銭(

乾
封
大
宝)

を
鋳
る
に
及
ん
で
、
流
俗
に
同
じ
く
、
乾
字
を
上
に
し
て
封

字
を
左
に
す
る
。
の
ち
に
銭
文
の
誤
り
を
悟
り
、
改
鋳
す

る
。
商
売
で
は(

新
銭
は)

使
え
ず
、
米
帛
の
価
値
が
増
す
。

す
な
わ
ち
、
合
議
を
し
て
、
（
新
銭
を
）
し
り
ぞ
け
て
、
旧
銭

を
用
い
る
。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 
「食貨志」（『旧唐書』） （要約）

 

 

永楽通宝 

（1408 年発行）

光緒通宝 

（1875 年発行） 

 

五銖銭 

（前 118 年発行） 

半両銭 

（前 3 世紀発行） 

開元通宝以後の銭貨 開元通宝より前の銭貨 

●開元通宝を境にした銭貨の変化 

 開元通宝より前の中国銭貨は、「半両銭」「五銖銭」のように、銭貨の重量が名前になっていました。開

元通宝を境に中国銭貨の名前は 4 文字の構成になり、前の2文字は吉祥語(縁起の良い言葉)や元号、後の

2 文字は通宝、元宝、重宝などが用いられます。 
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「買新羅物解」 にみる価物としての綿 ・ 絲の使用例 

 

合
貳
拾
參
種 

　

鏡
參
面　
　

 

　

白
銅
五
重
鋺
貳
帖 

　

□
羅
盤
伍
口 

　

白
銅
香
爐
壹
具 

　

黄
金
伍
両 

　

朱
沙
壹
斤 

　

薫
陸
壹
拾
伍
斤 

　

呵
梨
勒
貳
伯
顆 

　

木
槵
子
壹
仟
貳
伯
玖
拾
陸
顆 

　

牙
鏤
梳
壹
拾
箇 

　

口
脂
壹
箇 

　

蘇
芳
貳
伯
肆
拾
斤 

　
　

儲
價
物
綿
伍
伯
斤 

以
前
可
買
新
羅
物
并
儲
價
等
如
前
謹
解 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

天
平
勝
寶
四
年
六
月
廿
三
日 

迊
羅
五
重
鋺
參
帖 

白
銅
盤
壹
拾
伍
口 

白
銅
匙
箸
貳
具 

白
銅
錫
杖
壹
箇 

麝
香
參
臍 

同
黄
壹
斤 

人
參
肆
斤 

松
子
壹
斛
伍 

蜜
汁
貳
□ 

牙
鏤　
　

 

鐵
精
壹
斤 

 

絲
參
拾
斤 

 

豆 寸 

竹 

早 

子
貳
拾
□ 
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【東アジアの銭貨の発行】 

唐の興隆は、政治・文化などの面で東アジア全体に影響を与えていきます。開元通宝の発行以後、各国でみられる貨幣の

発行もその一つです。①円形方孔(丸い形に四角い穴)、②4 文字の銭文という特徴は、19 世紀まで続く東アジア銭貨に共通し

ています。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

突騎施の銭貨が紹介されている箇所 『東亜銭志』 

1938（昭和 13）年発行 

朝鮮通宝（李氏朝鮮） 

1423 年発行 

光緒通宝（清）

1875 年発行

開元通宝（唐） 

621 年発行 

大平興宝

970 年発行

寛永通宝

1636 年発行

和同開珎 

708 年発行 

乾元重宝（高麗）

997 年発行 

●西域での銭貨発行 

西域諸国でも中国との政治・文化面での交流の中から、同様の銭貨の発行が行われました。『東亜銭志』には、 

突騎施（トルギス）などの銭貨が紹介されています。 

 

9 



10 




